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【
問
】
市
長
は
選
挙
公
約
で
「
利

便
性
を
活
か
し
交
野
に
仕
事
・

雇
用
を
つ
く
る
」
と
し
て
い
る

が
。 

【
答
】
今
あ
る
産
業
を
し
っ
か

り
維
持
し
て
い
く
と
同
時
に
、

星
田
北
・
星
田
駅
北
エ
リ
ア
の

ま
ち
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

そ
の
効
果
と
し
て
新
た
な
雇
用

が
生
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
。 

【
問
】
星
田
北
地
区
で
は
、
大

規
模
商
業
施
設
の
誘
致
が
検
討

さ
れ
て
お
り
、
寝
屋
南
の
大
規

模
施
設
と
同
規
模
と
言
わ
れ
て

い
る
。
交
野
駅
前
の
「
イ
ズ
ミ

ヤ
」
と
比
較
す
れ
ば
、
ど
の
程

度
か
。 

【
問
】
小
規
模
企
業
振
興
基
本

法
が
平
成
26

年
に
施
行
さ
れ

た
が
、
市
と
し
て
の
対
応
は
。 

【
答
】
従
業
員
20
人
以
下
の
小

規
模
企
業
は
、
市
内
の
事
業
所

の
90
％
を
占
め
て
い
る
。
平
成

26
年
３
月
に
策
定
し
た
「
交
野

市
産
業
振
興
基
本
計
画
」
に
基

案件名 

賛否の状況 （○賛成 ×反対） 

日本共産党の見解 
共産党 公明党 

市民 
クラブ 

交星 
クラブ 会派無所属 

中
上 

坂
野 

皿
海 

友
井 

新 

三
浦 

久
保
田 

野
口 

浅
田 

前
波 

松
本 

兼
田 

坂
本 

片
岡 

平成 25 年度交野市一般会計歳入
歳出決算認定 

× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

○ ○ ○ ○ 
48 億円の基金を活用して､ゆうゆうバスなど､高齢者･障がい者・低
所得者への支援策を削減前にもどし、さらに充実することを求める。 

平成 25 年度交野市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算認定 

× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
高すぎる国民健康保険料を引き下げるため、一般会計からの繰り
入れを増やすべき。 

平成 25 年度交野市後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算認定 

× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
75 歳以上を年齢で分け、際限ない負担増につながる制度の廃止を求
める。 

「女性が輝く社会」の実現に関す
る意見書 

× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
非正規を増やしてきた労働法制を改めるなど、女性が活躍するた
めの根本的な問題に触れられていないため反対。 

 ※前波議員は議長のため、採決には参加していません。  ※共産党は、上記以外の「26 議案」はすべて賛成しました。 

 

■平成 26 年 12 月議会で賛否の分かれた案件の議決結果 

【
問
】
地
域
経
済
の
活
性
化
を

目
的
に
、
全
国
で
約
３
分
の
１

の
自
治
体
で
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

市
の
考
え
は
。 

【
答
】
本
助
成
制
度
は
、
地
域

経
済
へ
の
波
及
効
果
が
得
ら
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
私

的
財
産
に
市
が
助
成
す
る
こ
と

は
、
ど
う
か
と
考
え
て
い
る
。 

【
要
望
】
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、

裾
野
が
広
い
業
種
で
あ
り
、
市

内
業
者
に
発
注
す
る
場
合
の
み

の
補
助
制
度
で
あ
る
。
他
市
で

は
30
倍
の
経
済
波
及
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
実
施
を

要
望
す
る
。 

づ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。 

【
要
望
】
基
本
法
は
、
振
興
の

基
本
原
則
に
、「
事
業
の
持
続
的

発
展
」
を
定
め
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
も
経
済
の
地
域
内
循
環

を
す
す
め
て
ほ
し
い
。 

【
答
】
詳
細
は
決
ま
っ
て
い
な

い
が
、
お
よ
そ
２
～
３
倍
程
度

の
売
り
場
面
積
と
な
る
。 

【
要
望
】
星
田
北
・
星
田
駅
北

の
区
画
整
理
事
業
に
は
、
数
十

億
円
の
税
金
投
入
が
予
想
さ
れ

る
。
新
た
な
大
規
模
商
業
施
設

の
開
業
は
、「
イ
ズ
ミ
ヤ
」
や
商

店
街
な
ど
の
市
内
商
業
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
想
定

さ
れ
る
。
市
と
し
て
、
早
急
な

【
要
望
】
こ
の
地
区
で
は
、
交
通
バ
リ

ア
フ
リ
ー
計
画
の
残
事
業
と
し
て
、「
京

阪
河
内
森
駅
～
Ｊ
Ｒ
河
内
磐
船
駅
の
道

路
整
備
」「
Ｊ
Ｒ
河
内
磐
船
駅
西
側
の
地

下
階
段
通
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
が

【
問
】
市
長
公
約
の
「
河
内
磐
船
エ
リ

ア
の
活
性
化
」
の
内
容
は
。 

【
答
】
河
内
磐
船
駅
周
辺
は
、
近
年
、

地
区
計
画
制
度
を
活
用
し
、
大
規
模
な

住
宅
開
発
が
行
わ
れ
、
周
辺
環
境
も
変

化
し
て
き
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
と
京
阪
電
車

が
交
差
す
る
利
便
性
の
高
い
当
地
が
活

気
あ
ふ
れ
る
、
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
に

進
化
す
る
た
め
に
、
何
か
で
き
な
い
か

と
の
思
い
で
あ
る
。 

【
問
】
農
地
は
農
産
物
の
供
給

と
と
も
に
、
緑
の
環
境
や
防
災

機
能
な
ど
、
多
面
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
営
農

者
の
高
齢
化
が
す
す
み
継
続
が

困
難
と
な
る
な
ど
、
農
地
の
減

少
が
進
ん
で
い
る
。 

 
 

 

交
野
市
の
農
業
振
興･

農
地

保
全
に
む
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

が
必
要
と
考
え
る
が
。 

【
答
】
農
と
ふ
れ
あ
い
事
業
、

地
場
産
の
消
費
拡
大
、
後
継
者

不
足
の
支
援
な
ど
を
図
っ
て
き

た
。
今
後
は
、
国
の
『
都
市
農

業
振
興
基
本
法
（
案
）
』
を
踏
ま

え
、
交
野
の
良
好
な
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
げ
た
い
。 

①
生
産
緑
地
の
要
件
を
緩
和
し

追
加
の
指
定
。
②
直
売
所･

学
校

給
食
供
給
者
へ
の
助
成
。 

③
市
民
農
園
の
増
園
。
④
販
路

拡
大
、
Ｊ
Ａ
へ
の
働
き
か
け
等

を
提
案
す
る
。 

残
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
こ
の
事

業
の
実
施
を
求

め
る
。 

 
 

影
響
調
査
を

求
め
る
。 

 

ま
た
、
農
地
所
有
者
の
税
負

担
軽
減
、
農
地
を
市
街
化
区
域

に
取
り
込
ん
で
き
た
都
市
計
画

の
見
直
し
な
ど
、
農
地
と
農
業

を
守
る
積
極
的
な
取
り
組
み
を

求
め
る
。 

 

今
後
、
市
長
公
約
の
「
都
市

農
業
支
援
」
の
取
り
組
み
の
具

体
化
を
期
待
す
る
。 

  

 


